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[諸言] ラビングは，配向膜を簡便かつ大面積で作製する方法である。poly(3-hexylthiophene) 

(P3HT) （図 1）は，有機デバイスの活性層に用いられる代表的な高分子である。既報の有機トラ

ンジスタの研究では，ラビングにより P3HT を基板と平行に配向し，面内方向のキャリア移動度

の増加が報告されている[1]。一方，P3HT 膜のラビングが有機太陽電池にも応用され，光電変換

効率の増加[2]，偏光太陽電池として機能[3] が報告されている。これら有機太陽電池では，面外

方向（基板に対して垂直方向）の移動度の値が，光電変換効率に重要である。本研究では，分子

内側鎖の位置規則性（regioregularity）が異なる 4 種の P3HT でラビ

ング膜を作製し，面外方向の正孔移動度をパルス光伝導法で測定し

た。その結果，1) ラビングにより面外方向の移動度が最大で 8 倍増

加，2) 移動度の増加量は regioregularity (rr)の小さい P3HT を用いた

時に，より顕著になることを見出した。 

[実験] P3HT 薄膜は，P3HT のクロロベンゼン溶液を塗布し成膜した。ラビングならびに熱処理

を行い，パルス光伝導測定を入射光波長 532 nm，0.5 J/pulse で行った。 

[結果・考察] 顕微鏡観察，偏光吸収スペクトル測定，偏光共鳴ラマンスペクトル測定より，ラ

ビングにより P3HT の主鎖がラビング方向と平行に配向することが明らかとなった。図 2 にラビ

ング前後における移動度の比を示す。この結果から，ラビングにより移動度は最大で 8 倍増加

することがわかる。また，移動度の増加は rr の値に依存し，小さい rr をもつ P3HT では増加が顕

著で，大きい rr をもつ P3HT では増加が少なかった。ラ

ビング前後の電子吸収スペクトルと振動ラマンスペクト

ルの測定より，rr の小さい P3HT はラビングによる結晶

性がより大きく増加していた。以上より，ラビングによ

る移動度増加は，ラビングによる局所的な結晶化の増加

と判断される。また，rr 依存性の結果から，分子内側鎖

の位置規則性の乱れが大きいと，ラビング前後での結晶

化の増加が大きくなり，移動度も大きくなることが明ら

かとなった。 
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Fig. 1 P3HT molecular structure

Fig. 2 Out-of-plane mobility in P3HT film
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